５月３日樫井川かわまちづくり推進協議会主催の
大坂夏の陣！天下分け目の樫井合戦に本部席担当として
朝７時半から夕方18時まで参加させてもらいました。
私の役は、出演者の方々に謝礼をお渡しして、領収書をしっかり受け取ることと、泉佐野観光御ボランティアガイドさんによる歴史散歩の方々の受付が主な任務でした。
　歴史散歩のお客様は事前申込の方が13名、次々にやってこられてしっかり受けつをしてガイドさんに名簿をお渡ししました。ところが、当日参加したいという方が10数人やってこられたので、観光ボランティアガイドさんと相談して、こちらも受け入れていただきました。ガイドさんが２人おられたので10数人づつ２班に分かれてご案内を頂き、時間通りに帰ってこられて、武者行列の出発に間に合いました。
　集金の方は夕方５時までにみなさんお越しいただいて、滞りなく仕事を終えました。
当日は、好天に恵まれ、風も心地よく時には強く時には穏やかに60匹のこいのぼりが樫井川にかけ渡され気持ちよく泳いでいました。本部席の屋台村のすぐそばのこいのぼりも勢いよく泳いでいました。
早朝の準備段階では会長さんの陣頭指揮のもと、町会のボランティアさんたちが一糸乱れずてきぱきと準備や交通整理、後片付けに動き回っておられてました。
開会式が川べりの出来たばっかりの舞台で初めて実施され、千代松市長をはじめ役員の方々が鎧兜に身を固め、戦国時代を思わせるユニークな開会式でした。
その舞台の方は司会者のてきぱきとした案内でプログラムはよどみなく進行していましたし、口切の南洲さんの講談はとっても面白かったです。午後一番に武者行列が出発した後の舞台で、私が所属しているちぬうみ創生神楽の杮落しの公演を皮切りに歌あり、演奏ありで、太鼓集団のみなさまが影になり日向になり大活躍されていました。川べりの舞台から土手まで沢山の太鼓を車から積み下ろし、また夕方は5時半ごろまでかかって積み込みに精を出しておられました。こんな陰の力が華やかな舞台を支えてくれているんだなあと！
本部席の横の屋台村は大変盛況でした。焼きそばがおいしそうだったのですが、ロケ弁をいただいたので、今回は見送りました。次回はしっかりいただきたいなと思いました。
運動場では合戦を指揮するプロの若者軍団が準備から後片付け迄しっかり時間をかけて準備し、頑張ってくれたおかげで、合戦に参加した子供たちもまたやりたいととっても評判が良かったので、ぜひ来年も続けてほしいと思いました。
そして雑賀衆の鉄砲隊の方々も、舞台や合戦場で空砲を撃ってくれたのは良かったのですが、このような広いところでは、火縄銃の音が大気に吸い込まれてしまうので、鉄炮を２丁づつもってもらって、１回の演武で２回撃ちをしてもらったよかったのではと思いました。（そんなことができるかどうかはわかりませんが・・・。）
早くから準備や会議で東奔西走された実行委員会の方やプロヂュースされた方々も、大成功を喜んでおられるものと推察いたします。
継続は力です。２回、３回と続けていただくようにお願い致します。
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